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平成２４年第７回農業委員会総会 

 

         平成２４年７月２０日午後３時 八街市農業委員会総会を 

         八街市役所第１会議室に招集し、内容は次のとおりである。 

 

１．出席者 

    １．森  邦 央      ８．鈴 木 勝 雄      15．井 口 政 直 

    ２．立 﨑 義 久      ９．岩 品 要 助      16．中 川 利 夫 

    ３．武 藤  功      10．栗原十三男      17．井 野  基 

    ４．宮 部  操      11．関 口 芳 秀      18．石井とよ子 

    ５．赤 地 達 雄      12．小 山 優 一      19．関 端  旭 

    ６．内 藤 富 夫      13．飛 田 育 男      20．菅 野 喜 男 

    ７．林  和 弘      14．瀬 山 晢 信      21．三 須 裕 司 

                              22．川 野  繁 

 

２．欠席者  

    な し 

 

３．事務局 

    事 務 局 長  藤 﨑 康 雄         主 査 補  山 内 裕 義 

    主 査  菅 沼 邦 夫         主 査 補  山浦美江子 

 

４．議決事項 

    議案第１号 農地法第４条の規定による許可申請について 

    議案第２号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請について 

    議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

    議案第４号 農地公売買受適格者証明の交付について（農地法第３条） 

    議案第５号 農用地利用集積計画の承認について 

 

５．その他 
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○藤﨑事務局長 

 開会を宣す。（午後３時００分） 

○川野会長 

 平成２４年度第７回の総会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 

 昨日までは、大変熱暑で、夜も眠るのに寝苦しいという陽気でございましたが、今日は打っ

て変わって、本当にしのぎよい陽気になりました。こんな陽気では、作物のためにはよくない

とは思いますが、皆さん、今日はお忙しいところ本当に陽気がいいので、仕事ができる日でご

ざいましたけれども、本当にご苦労さまでございます。 

 さて、今月の案件につきましては、農地法第４条、第５条、本体で１２件、計画変更承認申

請１件、農地公売買受適格者証明の交付１件、農用地利用集積計画の承認１１件、合わせまし

て２５件が提出されております。慎重審議をお願いいたしまして、開会のあいさつといたしま

す。 

 ただいまの出席委員は２２名です。したがって、この総会は成立いたしました。 

 それでは、日程に従いまして、会務報告をお願いいたします。藤﨑事務局長、お願いいたし

ます。 

○藤﨑事務局長 

 それでは、会務報告をいたします。 

 ６月２７日、水曜日。午前１０時から北総中央用水土地改良事業推進協議会通常総会が、Ｊ

Ａ富里市で開催されまして、川野会長が出席しております。 

 ６月２８日、木曜日。午前１０時から転用事実確認現地調査及び農地パトロールを実施いた

しまして、担当委員、鈴木部長、内藤委員、井口委員出席のもと実施いたしました。 

 ７月２日、月曜日。午後２時から農地相談後の境界確定時の立ち会いを夕日丘区の方で実施

いたしまして、出席委員、これは以前の農地相談委員でしたが、関端部長、宮部委員、飛田委

員、それから地元の栗原委員、事務局として、私と菅沼主査が出席いたしました。 

 ７月４日、水曜日。午前１１時から千葉県農業会議通常総会及び農業委員会会長事務局長会

議が千葉市で開催されまして、川野会長と私が出席いたしました。 

 ７月５日、木曜日。午後１時３０分から転用事実確認現地調査を実施いたしまして、担当委

員、関端部長、林委員、中川委員出席のもと実施いたしました。 

 ７月１１日、水曜日。午後１時３０分から産業まつり実行委員会が市役所の第１会議室で開

催されまして、川野会長、三須副会長、私が出席いたしました。 

 ７月１３日、金曜日。午前１０時から農業振興地域整備促進協議会が市役所の第１会議室で

開催されまして、川野会長、三須副会長、関端部長が出席いたしました。 

 同じく、７月１３日、金曜日。午後１時３０分から部会の現地調査が開催されまして、担当

委員、三須副会長、関端部長、立﨑副部長、岩品委員、内藤委員、飛田委員、井野委員、瀬山

委員出席のもと実施いたしました。 

 ７月１８日、水曜日。午後１時３０分から部会の面接調査を市役所の第１会議室で開催いた
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しまして、出席委員、三須副会長、関端部長、立﨑副部長、岩品委員、内藤委員、飛田委員、

瀬山委員出席のもと実施いたしました。 

 ７月２０日、金曜日、本日ですが、午後２時３０分から農業委員会委員互助会の決算監査を

会長室で実施いたしまして、川野会長、三須副会長、鈴木部長、関端部長出席のもと実施いた

しました。 

 以上でございます。 

○川野会長 

 次に、議事録署名委員の選任でございますが、議長から指名することでご異議ございません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○川野会長 

 異議なしと認め、こちらからご指名申し上げます。 

 今月は、議席番号４番の宮部委員、５番の赤地委員にお願いいたします。 

 議事に移ります。 

 議案第１号、農地法第４条の規定による許可申請についてを議題といたします。 

  事務局、説明願います。菅沼主査、お願いいたします。 

○菅沼主査 

 それでは、議案第１号、農地法第４条の規定による許可申請についてご説明いたします。 

 番号１、所在八街字北富士見、地目畑、面積４千３７０平方メートルのうち１３４．４４平

方メートル。目的、進入路用地。転用事由、道路から宅地への進入路がないため、当該申請地

を宅地への進入路として利用したい。 

 番号２、所在八街字鍵袋、地目畑、面積２１６平方メートルほか１筆、計２筆の合計面積４

４９平方メートル。目的、専用住宅用地。転用事由、現在の住居は兄弟に譲り渡し、自分の経

営農地に近い、当該申請地に専用住宅を建築し、移住するとともに、農業経営の効率化を図り

たい。 

 以上です。 

○川野会長 

 事務局の説明が終わりましたので、地元委員の調査報告をお願いいたします。 

 １番、武藤委員、お願いいたします。 

○武藤委員 

 議案第１号１番、調査報告を申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地はＪＲ八街駅から南西へ約１キロメートルに位置し、市道に

面しております。農地区分は、２７ページ、（ア）に該当するため、第３種農地と判断いたし

ました。 

 次に、一般基準ですが、本申請は進入路用地ということですが、１３４．４４平方メートル

であり、面積妥当と思われます。資金については、自己資金にて賄う計画となっております。 
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 申請地には、小作人等、権利移転に対して支障となるものはありません。 

 また、隣接する農地は自己所有地であり、土地改良受益地でもありません。 

 権利者は、昭和４８年頃より、進入路として利用していましたが、農地法に定める所定の手

続をせずに利用しておりました。深く反省しており、その旨の始末書も添付されております。

住宅を建築する進入路として、必要性についても認められます。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに、本案件は何ら問題がないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 続いて、２番、栗原委員、お願いいたします。 

○栗原委員 

 議案第１号２番の調査報告を申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地はＪＲ八街駅より西方向へ約３．１キロメートルの地点に位

置し、八街市道と接しており、進入路は確保されております。 

 農地性ですが、申請地の北と南側は一般住宅に囲まれ、さらに西側も市道を隔て、一般住宅

に接していますが、東側は農地に接しており、農地の広がりが見られ、第１種農地との見方も

できました。しかし、申請内容は権利者の自己住宅を建築するための転用であるため、農地転

用事務指針３１ページ、Ｃの（Ａ）に記載されている第１種農地内でも許可することができる

とされている例外事由の申請に関わる土地の周辺に居住する地域において、居住する者の日常

生活、または業務上、必要な施設で集落に接続して設置されているものに該当するものと判断

し、転用については、問題ないと判断いたしました。 

 事業資金については、自己資金で行う計画です。 

 また、申請地には、小作人等の転用に支障となる権利設定などは、添付資料の土地登記簿謄

本を確認する限り、設定されておりません。 

 排水計画ですが、雨水等は申請地に浸透枡を設置し、宅地内処理を行う計画です。なお、唯

一、農地と接している申請地東側の境界には、土堰堤を設け、雨水等の流出を防ぎ、被害防除

を行う計画です。 

 また、隣接農地は自己所有の畑であるため、説明状況についても問題ないと判断いたしまし

た。 

 現在、権利者は申請地から西方に約１５０メートル離れた県道神門八街線沿いに居住してお

り、現在の居宅については実弟に譲り、権利者夫婦は自分が所有する申請地に住宅を新築し、

生活する計画であり、問題ないと判断いたしました。 

 以上のことから、立地基準、一般基準ともに問題はないと思われます。 

 以上、調査報告を終わります。 

○川野会長 

 地元委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。 

 ございませんか。 
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（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 質疑なしということでございますので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第１号１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたしま

す。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については、許可相当で決定いたします。 

 次に、２番について原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、２番については、許可相当で決定いたします。 

 次に、議案第２号、農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請についてを議題と

いたします。 

 事務局、説明願います。菅沼主査、お願いいたします。 

○菅沼主査 

 それでは、議案第２号、農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請についてご説

明いたします。 

 番号１、所在八街字呉舞台、地目畑、面積３８２平方メートルほか１筆、計２筆の合計面積

４９５平方メートル。当初計画者の目的、事務所兼倉庫用地。継承者の目的、貸駐車場用地。

継承事由、現在、タイルやブロックの工事業を営む会社の代表をしているが、自宅兼会社では

駐車場が不足しているため、当該申請地を取得し、駐車場として会社に貸し付けたい。 

 なお、本件は議案第３号７番に関連しております。 

 以上です。 

○川野会長 

 事務局の説明が終わりましたので、地元委員の調査報告をお願いいたします。 

 なお、この案件は、議案第３号７番と関連しておりますので、あわせて説明願います。 

 １番、瀬山委員、お願いいたします。 

○瀬山委員 

 議案第２号番号１、第５条計画変更と議案第３号番号７の案件は関連しているので、一括し

て調査報告を申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地は八街駅から西へ約４．５キロメートルに位置し、進入路は

確保されています。 

 農地性ですが、農地の広がりが見られるため、事務局に広がりの面積について確認を依頼し

たところ、１０ヘクタール以上の農地に存在する第１種農地に該当することを確認しました。

しかし、権利者は申請地から約１００メートルの位置に自宅兼会社事務所があり、事務指針の



 

－６－ 

３１ページのＣの（エ）、周辺地域において居住するものの業務上必要な施設に該当するため、

許可することが可能であると判断いたしました。 

 次に、一般基準ですが、本申請は権利者が代表を務める会社への貸駐車場用地ということで

すが、申請面積は４９５平方メートルで、社用車の駐車場と面積妥当と思われます。 

 資金につきましては、自己資金にて賄う計画となっております。 

 申請地には、小作人等、権利移転に対して支障となるものはありません。 

 隣接する農地に対する被害防除対策ですが、申請地北側及び西側が農地と接しておりますの

で、ブロック積み３段を施工し、雨水の流出を防ぐ計画となっております。 

 事業計画ですが、申請地は許可済地であり、既に砂利敷きのため造成は必要なく、雨水は自

然浸透の計画です。 

 権利者の業種はブロック工事等の建設業ですが、既存の駐車スペースでは手狭なため、自宅

兼会社事務所近くに駐車場を設けるということから、必要性についても認められます。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに、本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 地元委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。 

 ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 では、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第２号１番については、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については、承認することに決定いたします。 

 次に、議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請についての１番から８番までを議題

といたします。 

 事務局、説明願います。菅沼主査、お願いいたします。 

○菅沼主査 

 では、説明をする前に部会案件でありました番号９については、７月１７日に農地法第５条

の規定による許可申請の取下願が提出されましたので、ご報告いたします。 

 それでは、議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請についてご説明いたします。 

 番号１、区分売買、所在文違字文違野、地目畑、面積１９８平方メートル。転用目的、専用

住宅用地。転用事由、現在、アパートに居住しているが、手狭なため、今後のことも考え、当

該申請地に専用住宅を建築したい。 

 番号２、区分売買、所在文違字文違野、地目畑、面積２６４平方メートル。転用目的、専用
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住宅用地。転用事由、現在、祖母の家を借りて居住しているが、明け渡すことになったため、

当該申請地に専用住宅を建築したい。なお、本件は議案第３号３番に関連しております。 

 番号３、区分使用貸借。所在文違字文違野、地目畑、面積１３０平方メートル。転用目的、

進入路用地。転用事由、上記で申請している専用住宅への進入路として利用したい。なお、本

件は、議案第３号２番に関連しております。 

 番号４、区分売買、所在文違字文違野、地目畑、面積２５７平方メートル。転用目的、保管

庫用地。転用事由、現在、申請地の隣接地に専用住宅を建築し、移住する予定でいるが、夫の

遺留品である美術品等の保管場所がないため、当該申請地を保管場所として利用したい。 

 番号５、区分賃貸借、所在文違字台、地目畑、面積１千７８７平方メートルのうち７９８．

１１平方メートルほか１筆、計２筆の合計面積８９９．４８平方メートル。転用目的、資材置

場及び駐車場用地。転用事由、現在、申請地の隣接地でガス管工事業を営んでいるが、業務拡

張に伴い、既存の置場と駐車場が手狭なため、当該申請地を資材置場及び従業員の駐車場とし

て利用したい。 

 番号６、区分売買、所在八街字北中道、地目畑、面積７９２平方メートルで、仮換地面積３

６７平方メートル。転用目的、駐車場用地。転用事由、現在、金融業を営んでいるが、立地条

件のよい駅北側地区に支店を移転するため、当該申請地をその駐車場として利用したい。 

 番号７、区分売買、所在八街字呉舞台、地目畑、面積３８２平方メートルほか１筆、計２筆

の合計面積４９５平方メートル。転用目的、貸駐車場用地。転用事由、現在、タイルやブロッ

クの工事業を営む会社の代表をしているが、自宅兼会社では駐車場が不足しているため、当該

申請地を取得し、駐車場として会社に貸し付けたい。なお、本件は議案第２号１番に関連して

おります。 

 番号８、区分贈与、所在滝台字板橋、地目畑、面積１千９８３平方メートルのうち４９９．

０５平方メートル。転用目的、専用住宅用地。転用事由、現在、家族５人で妻の実家に居住し

ているが、子どもの成長に伴い手狭なため、当該申請地に専用住宅を建築したい。 

 以上です。 

○川野会長 

 議案の説明が終わりましたので、地元委員の調査報告をお願いいたします。 

 １番、２番、３番、４番、５番を中川委員にお願いいたします。 

○中川委員 

 それでは、議案第３号１番の調査報告をいたします。 

 申請地は市役所より北へ約１．２キロメートルに位置し、公衆用道路に面しており、進入路

は確保されております。 

 用地区分は第２種農地と判断、代替性はないと思います。 

 一般基準は、計画面積が１９８平方メートル。資金は借入金。用水は公営水道。雨水は雨水

浸透枡。汚水・雑排水は合併浄化槽を通し、新設側に接続します。 

 被害防除対策は、現地盤で利用し、周囲にブロック積みをするため、土砂の流出はありませ
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ん。 

 また、隣接農地の方も了解とのことで、特に問題ないと思います。以上で報告を終わります。 

 続きまして、２番、３番は関連ですので、一括で報告いたします。 

 議案第３号２番調査報告を行います。 

 申請地は市役所より北へ約１．２キロメートルに位置し、公衆用道路に面しており、進入路

は確保されております。 

 農地区分は第２種農地と判断、代替性はないと思います。 

 一般基準は、計画面積３９４平方メートル。資金は借入金。用水は市営水道。雨水は浸透枡

で宅地内処理。汚水・雑排水は合併浄化槽を通し、新設側溝に接続。被害防除対策は、現地盤

で利用し、周囲にブロック積みをするため、土砂の流出等はありません。 

 １番のとおり隣接者の了解も取ってあるそうです。 

 ３番ですが、２番の進入路用地であります。以上で報告を終わります。 

 続きまして、議案第３号４番の調査報告を行います。 

 申請地は市役所より北へ約２キロメートルに位置し、進入路は公衆用道路により確保されて

おります。 

 農地区分は第２種農地と判断、代替性はないと思います。 

 一般基準ですが、計画面積は２５７平方メートル。資金は借入金。申請地には、小作人、権

利移転に対して支障となるものはありません。用水は井戸、雨水は浸透枡、汚水・雑排水は小

型合併浄化槽を通し、既存側側溝に接続。 

 被害防除は、周囲に生け垣を施工するため、土砂の流出はないということです。 

 また、周辺は本人の畑であり、特に問題はないと思います。以上で、４番の報告を終わりま

す。 

 続きまして、議案第３号５番の調査報告を行います。 

 申請地は市役所より北へ約２．５キロメートルに位置し、市道に接し、進入路は確保されて

おります。計画面積は８９９平方メートル。駐車場及び資材置場です。 

 用水はなし。雨水は自然浸透、汚水・雑排水はなし。被害防除は、周辺には農地はありませ

んので、特に問題ないと思います。 

 以上で報告を終わります。 

○川野会長 

 次は、６番、宮部委員、お願いいたします。 

○宮部委員 

 それでは、議案第３号６番について調査報告を申し上げます。 

 立地基準ですが、申請地はＪＲ八街駅より北に１００メートルくらいに位置し、進入路は確

保されております。農地性としては、八街駅北側地区土地区画整理事業の区域内であり、事務

指針２８ページ、４のＣに該当するため、第３種農地と判断いたしました。 

 一般基準ですが、本申請は駐車場用地ということで、申請面積は７９２平方メートル。区画
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整理区域のため、実面積は３６７平方メートルであります。そこに駐車台数の関係においても

面積妥当と思われます。資金につきましては、自己資金にて賄う計画となっております。 

 申請地には、小作人等、権利移転に対して支障となるものはありません。 

 また、隣接する農地もありません。権利者は、八街駅北側地区の商業地域内で支店を移転す

ることを計画しており、その際の店舗の駐車場として計画しており、利便性、必要性について

も認められます。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに、本案件は問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 ７番は、先ほど説明済みですので、次に８番、関口委員、お願いいたします。 

○関口委員 

 議案第３号８番について調査報告を申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地は市役所より４０９号を南へ約８キロメートル行ったところ

の市道を右折して約１００メートルに位置しております。市道と接しており、進入路は確保さ

れております。 

 農地性としては、農業公共投資の対象となっていない小集落の生産性の低い農地ですので、

事務指針２９ページのＢに該当するため、第２種農地として判断しました。 

 なお、今回の目的は専用住宅建設ということですので、代替性はないと思います。 

 次に、一般基準ですが、本申請は専用住宅用地ということですが、申請面積４９９．０５平

方メートル、面積妥当と思われます。 

 資金の確保につきましては、借入金で賄う計画になっています。 

 申請地には小作人等、権利移転に対して支障を来すものはありません。 

 次に、隣接に対する被害防除計画ですが、計画地は平坦であり、土砂の搬出・搬入はありま

せん。整地のみで行います。また、建物は平屋建てということで、隣接地には影響ありません。 

 用水計画ですが、用水は井戸。雑排水は合併浄化槽で、蒸発散装置を計画しております。雨

水は宅内処理です。 

 この計画を隣接農地所有者に確認したところ、説明を受け納得しているということで、隣接

農地の営農状況に支障を来すことはないと思います。 

 申請地は、土地改良受益地ではありません。 

 権利者は、現在、妻の母親宅に同居しておりますが、子どもの成長に伴い手狭なため、自分

の母の土地に住宅を建設したいということです。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに、本案件は何ら問題はないと思われます。 

 以上で終わります。 

○川野会長 

 地元委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。 

 質疑はありませんか。 
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（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 ないようですので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第３号１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたしま

す。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については、許可相当で決定いたします。 

 次に、２番、３番については、関連ですので、一括で原案のとおり決定することに賛成の委

員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、２番、３番については、許可相当で決定いたします。 

 次に、４番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、４番については、許可相当で決定いたします。 

 次に、５番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、５番については、許可相当で決定いたします。 

 次に、６番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、６番については、許可相当で決定いたします。 

 次に、７番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、７番については、許可相当で決定いたします。 

 次に、８番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、８番については、許可相当で決定いたします。 

 次に、９番については、先ほどの事務局からの説明のとおり、取り下げで処理をいたします。 

 次に、議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請についての１０番を議題といたしま

す。 
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 この案件は、部会案件で、農政部会第２班に担当していただきました。 

 班長の立﨑副部長から説明願います。立﨑副部長、お願いいたします。 

○立﨑副部長 

 それでは、議案第３号１０番。区分売買、所在八街字外満木山、２筆合計で３千９５４平方

メートル。目的、太陽光発電所用地。当該申請地に太陽光発電所を設置し、安全な自然エネル

ギーを利用した太陽光発電事業を始め、安定した利益を得て経営規模を拡大したい。 

 農地法の規定に関わる許可申請に関わる面接調査を７月１８日に行いました。 

 面接調査の結果を発表いたします。 

 当日、農政部会第２班、立﨑、飛田委員、岩品委員、内藤委員、三須副会長、関端部長、地

元委員の瀬山委員と事務局より菅沼主査、森主査補が出席されました。 

 権利者と義務者の代理人の方が出席されました。 

 それでは、権利者の主な事業内容。創業以来、太陽光発電システムの事業を行っている。石

川県で１．５メガワット、群馬県などで受注したことがある。 

 義務者が申請地を手放す理由、２０年以上耕作していない。耕作する努力はしたが、今回の

話で売ることにした。 

 会社の概要。資本金２千万円、年商１６億円。従業員数、４８人。パートなし。保有車輌１

２台。社用車７台。トラック５台、うちユニック付があるそうです。 

 事業計画について。土地利用計画について、太陽光発電用地。自社施工は初めて。申請地選

定理由、隣接の山林２筆がメインになりますが、この農地２筆がないと土地が接道しづらく、

有効に使えなく、東京電力と電力の売買をするので、電柱が離れてしまうため。 

 次に、安価である。平坦地、南側は開けている。６千６００ボルトの電線が近くにある。必

要性、原発問題と地球温暖化対策。 

 次に、造成計画、造成及び排水処理計画について。造成工事内容、そのまま利用する。井戸

を掘る。畑に隣接するところはフェンスを設置。排水処理計画、雨水は場内で自然浸透、調整

池あり。資金計画、借入金。隣接農地に対する同意状況及び被害防除計画について。同意状況、

近隣対策も行われて同意された。その他確認事項について、林地開発、事前協議が終了。今後

本申請。８月の審議会に申請する予定です。 

 本申請は、林地開発の抱き合わせで成立するもので、申請地は１０ヘクタール以上の広がり

を持った農地です。 

 また、発電装置、パネルがカラスによって壊される場合があるそうです。また、雷に弱いそ

うです。 

 ７千２００ワット程度のものを８０組から９０組、設置する予定です。 

 平成２４年度中に申請すれば、１キロワット当たり４２円が２０年間確定するそうです。 

 以上のことから、農政部会第２班としては、林地開発を条件に許可相当と判断いたしました。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 
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 班長の報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。 

 ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 質疑がないようでございますので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第３号１０番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１０番については、許可相当で決定いたします。 

 会議中ではございますが、ここで、１０分間の休憩をしたいと思います。 

休憩 午後３時４０分 

再開 午後３時５０分 

○川野会長 

 会議を再開いたします。 

 次に、議案第４号、農地公売買受適格者証明の交付についてを議題といたします。 

 事務局、説明願います。山内主査補、お願いいたします。 

○山内主査補 

 それでは、議案第４号、農地公売買受適格者証明の交付、農地法第３条についてご説明いた

します。 

 番号１、所在文違字陳場、地目畑、面積４千３１０平方メートル。自由、経営規模拡大のた

め、当該農地を取得したい。 

 以上です。 

○川野会長 

 議案の説明が終わりましたので、地元委員の調査報告をお願いいたします。 

 １番、中川委員、お願いいたします。 

○中川委員 

 それでは、議案第４号１番、公売買受適格者証明申請、農地法第３条に係る調査報告につい

て報告します。 

 申請地は、市役所より北東方向、約３キロメートル。境界は、石杭、またお茶の木によって

成り立っております。 

 現況は、休耕農地。進入路は、隣接農地の一部を通行、承諾済みとのことです。進入路がな

いためです。 

 次に、農地法第３条２項の許可基準に適合するか否かについて報告します。 

 権利者の所有する主な農機具は、耕運機２台、トラクター２台、軽トラ１台。労働力は、権

利者及び世帯員が２名で、常時雇用者が１名です。年間農作業従事日数は、権利者が２５０日、
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世帯員が平均２５０日、常時雇用者が２５０日です。 

 また、技術力もあり、面積要件についても、下限面積５０アールをクリアしております。 

 現在、所有している農地はすべて効率的に耕作しており、過去３年間において農業経営規模

を縮小させる行為を行った事実はありません。 

 また、周辺地域における農地等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保についても支障は

ありません。 

 その他、参考となる事項としては、営農計画はニンジンを作付けする予定であり、通行距離

は自宅から申請地まで約１キロメートル。車で５分です。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事

し、申請地を含めたすべての農地について効率的に利用すると認められますので、本案件は、

農地法第３条第２項の許可基準をすべて満たしているということで、許可相当と判断いたしま

した。 

 以上、調査報告を終わります。 

○川野会長 

 地元委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 質疑がないようでございますので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第４号１番につきまして、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいた

します。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については、許可相当で決定いたします。 

 山内主査補、お願いいたします。 

○山内主査補 

 ただいまご審議いただきました議案についてですが、農地法第３条の規定に基づく本申請が

提出された場合、申請内容が今回と相違ない場合は、総会に諮らずに会長専決による許可相当

の意見としてよろしいか、ご審議していただきたいと思います。 

 以上です。 

○川野会長 

 今後の事務処理について、会長専決でよろしいかをお諮りいたします。 

（「異議なし」の声あり） 

○川野会長 

 異議なしということでございますので、変更がない場合は、会長専決として処理をいたしま

す。 

 続きまして、議案第５号、農用地利用集積計画の承認についてを議題といたします。 
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 事務局、説明願います。山内主査補、お願いいたします。 

○山内主査補 

 それでは、議案第５号、農用地利用集積計画の承認についてですが、本件は、平成２４年７

月１３日付で、八街市長から農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により、農用地利

用集積計画の承認を求められております。 

 それでは、ご説明いたします。 

 番号１、所在小谷流字砂田台、地目畑、面積５千５５３平方メートル。利用権の種類は賃貸

借。期間は５年、新規でございます。 

 番号２、所在雁丸字雁丸尾余、地目畑、面積２千９２８平方メートルのうち１千５００平方

メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は１年、新規でございます。 

 番号３、所在雁丸字雁丸尾余、地目畑、面積３３０平方メートル。利用権の種類は賃貸借。

期間は１年、新規でございます。 

 番号４、所在雁丸字雁丸尾余、地目畑、面積９９１平方メートルほか２筆、計３筆の合計面

積３千６１９平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は１年、新規でございます。 

 番号５、所在八街字追分台、地目畑、面積５千平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間

は３年、新規でございます。 

 番号６、所在沖字東沖、地目畑、面積１千９５２平方メートルほか２筆、計３筆の合計面積

５千８６１平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は５年、新規でございます。 

 番号７、所在東吉田字荒老、地目畑、面積７千６３１平方メートルほか３筆、計４筆の合計

面積１万６０５平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は５年、新規でございます。 

 番号８、所在上砂字内山越、地目畑、面積６４１平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期

間は１０年、再設定でございます。 

 番号９、所在上砂字元屋沢、地目畑、面積３千２１６平方メートルのうち１千２８９平方メ

ートルほか３筆、計４筆の合計面積３千４６２平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は

１０年、再設定でございます。 

 番号１０、所在八街字松島、地目畑、面積９０９平方メートルほか１筆、計２筆の合計面積

５千６４９平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は３年、再設定です。 

 番号１１、所在文違字文違野、地目畑、面積５千６８平方メートル。利用権の種類は使用貸

借。期間は１年、再設定でございます。 

 以上です。 

○川野会長 

 事務局の説明が終わりましたので、質疑をお願いいたします。 

 ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 質疑なしということでございますので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 



 

－１５－ 

 議案第５号１番につきまして、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいた

します。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については、承認することに決定いたします。 

 次に、２番、３番、４番については関連ですので、一括で原案のとおり承認することに賛成

の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、２番、３番、４番については、承認することに決定いたします。 

 次に、５番につきまして、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたしま

す。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、５番については、承認することに決定いたします。 

 次に、６番につきまして、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたしま

す。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、６番については、承認することに決定いたします。 

 次に、７番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、７番については、承認することに決定いたします。 

 次に、８番につきまして、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたしま

す。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、８番については、承認することに決定いたします。 

 次に、９番につきまして、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたしま

す。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、９番については、承認することに決定いたします。 

 次に、１０番につきまして、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 



 

－１６－ 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１０番については、承認することに決定いたします。 

 次に、１１番につきまして、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１１番については、承認することに決定いたします。 

 以上で、本日の審議すべき案件はすべて終了いたしました。 

 ご苦労さまでした。 

○藤﨑事務局長 

 閉会を宣す。（午後４時００分） 



 

－１７－ 

  

  

                 議事録署名人 

  

  

                  議 長 

  

  

                  ４ 番 
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